




















このような列島全体にわたる広域的豪雨災害としては、 1972(昭和 47)年 7月豪雨以来だろう。
この豪雨では、北は秋田県から、南は鹿児島県にいたる実に広い地域で災害が発生し、死者 421









































碑がつくられ、 1907年 7月 15日に、 10何日間の長雨の後の短期間の集中豪雨により死者 46名、
家屋流出 54棟、荒廃した水田 50町歩の被害であったことが述べられている。また同じ降雨によ
り、安芸郡矢野村でも死者 64名、家屋流出 152棟、埋没田圃・宅地 61町余の被害があったとの
石碑が造られている。





























広島県のまとめ (7月 1711午後 4時時点)で(士、上砂災宵での県内死占ゐ 6H人は :)2カ!リ?で見つ
かった。 ニのうち、 2引l カ所は十十一ι右砂少災害|防出 l止~?必i占;に tも〉とづづ、き L県県が 「十






















広島市では、 4年前の 2014年 8月 20日にも北東部の安佐南区、安佐北区で死者 74名(全壊 174
戸、半壊 187戸)土石流 107カ所、がけ崩れ 59カ所からなる土砂災害が発生した。線上降雨帯の
発生により狭い区域で大量の降雨が生じたことによるものである。安佐北区三入での観測による
と、最大 1時間降水量は 101mmであって、きわめて強し、豪雨が短時間に降ったのである。過去約




市町村(地点名) 期間総降雨 最大 24時 最大 1時間降水量(起時.• 
量 間降水量 開始時間)
呉市(呉) 481. 0 309. 5 51. 5 (6日20時03分)
東広島市(東広島) 437. 5 299. 5 54.5 (6日20時05分)
広島市安佐北区(二入) 419. 0 263. 5 33.0 (6日18時29分)
大竹市(大竹) 442. 0 293.0 45.0 (7日03時 10分)
(単位:mm) 期間総降雨量 (7 月 3 日 ~8 日)、広島地方気象台資料




間降水雨は、見 ri ・東広島 ri て、)(きかったc だが、その世は 2、:)イ1'.に 1回は1一じるような降雨で
ある。それよりも、総|阜市最が丘味をもっていただろう。
2印01川4年に十




















新聞報道(朝日新聞 8月 5日朝刊)によると、死者 51人のうち 42名が住宅の 1階で亡くなっ



















而梁川の近代改修事業が行われたのは 1911 (明治![0) 年から 2.5 (大半 11)年であるむ小阿川













図2 1971 (昭和 46)年真備町状況図
(出典:5万分の 1地形図「玉島J1971年修正、国土地理院)
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(出典:5 万分の 1 地形図「二F.~!':i J 1904イ1:測世、陣地j別世部)
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近代改修以降


















































1972 (昭和 47)年、 76年と真備町では広く内水被害が生じた。その恭本的理由は、高梁川の疎
通能力不足である。その後、真備町の主張が実り柳井原貯水池を廃して小田川合流点付替え事業






























今回の野村夕、、ムの操作をみると、図 7にみるように最大流入世は毎秒1， 940m'であったυ 明ら
かに計画高水流吊を担えている。このため 6時 20分に異常洪水時操作となり、一気に欣流を開始
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1/'轟滋護主語 τ/72:宅島 守打電民鵠 守i守亀1鵠 吟守主主偽 物主亀脇 被鱗 τ打者総:鱗
{ダム殺人3重荷主主言軽量義務総襲撃:ワア脅イムダム幾重量何時事案♂爽}














きと考えている。坂町の天地川・総頭川で、 1907 (明治 40)年に今回と同様に土石流が発生して
いた。今回は、 111年目の発生であった。











この観点から、 1910 (明治 43)年、群発性山地災害が生じた秩父山地について考えてみよう。
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